


















Trends in the consciousness of leadership valued
by elementary and junior high school principals :










Abstract : As society becomes more complex and diversified, and we are inundated by various educational
reforms one after another, the leadership of the principal in school management is becoming more and more
important. It may be said that the principal ought to have more advanced and wide­ranging expertise, and
possess even more school management ability in order to control the organization of the entire school. In this
sense, what kind of awareness does the principal have regarding their own leadership in promoting daily
school management? For this research, based on previous studies, we created a scale for principals’ aware­
ness of leadership, and conducted a survey of principals of elementary and junior high schools nationwide.
This study, based on the results of our survey, clarifies what kind of consciousness of their own leadership
the principals of elementary and junior high schools in Japan base their promotion of school management
upon, and considers the issues concerning the future development of principals.
Key words：校長 principal リーダーシップ leadership 意識調査 awareness survey 学校経営 school management
育成 development
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表 2 表 1と対応させて作成した項目内容
表 1との






































































項 目 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
校長として自分を強く打ち出して学校経営を行うことが重要である。 .738 −.037 .012 −.101
校長のリーダーシップとは、校長の意思にしたがって周囲を動かす力を意味すると考える。 .639 −.173 −.016 .008
地位が高くなるにつれて人材としての重要性も増し、その最たる存在が校長であると考える。 .598 −.037 .181 .097
校長は学校の最高責任者であり、トップである校長は学校そのものであるという認識をもって学校経営を行うことは重要で
ある。 .555 .098 .144 .020
学校経営では校長の強い統制力が重要である。 .544 .077 −.139 −.010
教職員の意見や考えと食い違った場合、校長としての考えを最優先にして学校経営を行うことが重要である。 .503 −.123 −.102 −.025
教職員からの信頼を勝ち取ることこそが校長のリーダーシップである考え、学校経営を行うことは重要である。 .469 .106 .147 .060
校長がしかるべき意思決定を下し、教職員がその決定に従って教育活動を行うことが重要である。 .456 .283 −.248 .096
学校経営では校長が人的資源を含む経営資源を配分し、様々な情報に基づいて分析し、判断することが重要である。 −.056 .655 −.186 .181
校長のマネジメントとは教職員に内在するエネルギーを引き出すことである。 .081 .563 .170 −.081
少しでも時間があれば、教室を回って授業を参観し、教職員や児童・生徒の様子を観察することが重要である。 −.144 .551 −.087 −.065
校長として教職員を鼓舞し、共に働くことを日々実践することは重要である。 .073 .512 .151 −.031
学校経営方針は校長自身が考え、それを文書化したりグランドデザインに表したりして教職員に提示することが重要である。 .132 .460 −.293 −.083
学校経営方針は校長が核となる部分を教職員に提案し、具体的な取組内容や方法は全教職員で考案することが必要である。 −.112 .374 .170 −.104
校長の存在意義は重要な仕事をこなす教職員を後押しすることにあると考える。 .187 .358 .184 .013
校長が提示する学校経営方針に沿って教職員が教育活動を行うよりも、教職員が主体的に考えて教育活動を行うことが重要
である。 .066 −.216 .613 .122
職員会議では教職員が考え、導き出した意見を重視することが大切である。 −.111 .150 .508 .098
校長としてその地位にこだわることなく、教職員の間に身をおきながら教職員と共に職務を果たすことは重要である。 −.063 .085 .455 −.019
校長は学校の最高責任者であるが、学校の看板は校長ではなく、全教職員であると考える。 −.082 −.095 .451 −.232
校長として、教職員をサポートするという立場を重んじて職務を遂行することが重要である。 .030 .354 .440 −.004
経営資源の活用のためには様々な情報に基づく分析を行うよりも、学校の抱える実態そのものを見極めた学校経営を行うこ
とが重要である。 .168 −.132 .438 .032
教職員の意見や考えが校長の考えと食い違っていた場合、教職員の意見や考えを積極的に取り入れる必要がある。 −.303 .198 .392 .120
学校を変革するためには、教職員一人一人が強い意志で立ち上がることが大切である。 .168 .144 .349 −.131
校長が何かを変えようとしても校内の教職員が抵抗するため容易に実現しないことが多いと考える。 −.015 −.060 .068 .769
何かを実行するときの問題の発生の大半は教職員の抵抗によるものであると考える。 .057 −.015 .037 .714
因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
Ⅰ － .382 −.144 .297
Ⅱ .382 － .332 −.063
Ⅲ −.144 .332 － −.044




















































表 4 リーダーシップへの意識の構成概念の下位尺度間相関と因子の平均値並びに α 係数
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